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研究成果の概要：本研究・調査では、「多様化する日本語教員の需要に日本語教員養成課程はど

う応えていけばよいか」を探るべく、「日本語コミュニケーション能力」「日本語教員の資質・

能力」「日本語教員の行動特性」「海外の日本語教員養成課程」について、多角的なアンケート

調査やインタビュー調査などを実施してきた。 
 結果として、それぞれの国ごと、機関ごとで求められる日本語教員像が浮き彫りとなり、日

本語教員養成課程の教育内容をも検討することができた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 5,000,000 1,500,000 6,500,000 

2007年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

2008年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000 

年度 0 0 0 

年度 0 0 0 

総 計 14,300,000 4,290,000 18,590,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・日本語教育 

キーワード：日本語教員養成、コミュニケーション能力、実戦能力 

 

１．研究開始当初の背景 

 近年の日本語教育を象徴するキーワード

の一つとして「多様化」がある。日本語学習

者や学習期間、学習形態の多様化に加えて、

求められる日本語教員の多様化が挙げられ

る。 

 では大学等の日本語教員養成課程から輩

出される日本語教員は、多様な学習、多様な

機関のニーズに応えうるものになっている

のだろうか。 

 日本語教員が備えるべき専門性や人間性

とは何か。はたしてそれらは、機関ごとに異

なり、個別に養成されなければならないのか。

日本語教育に共通する土壌としての実践能

力は存在するのか。大学の日本語教員養成課

程は、どのような日本語教員の養成を目指し

ていけばよいのか。 

 

２．研究の目的 

 (1)日本語教員が身につけなければならな 



   い専門性や人間性の中身は何か。 

 (2)日本語教員に求められる資質や能力と 

   はどのようなものか。 

  (3)それらをどのようにして身につけ、磨 

     いていけばよいか。 

  (4)日本語教員養成課程ではどんな授業科 

     目（カリキュラム）を用意すればよい 

     か。 

  (5)求められる日本語教員に対して、日本 

     語教員養成課程はどう応えていけばよ 

     いのか。 

等について明らかにする。 

  

３．研究の方法 

 本調査・研究では主に、 

(1)調査票を用いたアンケート調査（国内 

   外の日本語教員・学習者対象） 

(2)統計処理ソフトを用いたデータ処理と 

   分析 

  (3)日本語教員・学習者、機関を対象とし 

     た聞き取り調査による。 

 

 本調査・研究は、次の点において独創的・

学際的であり、その成果と意義が期待される。 

(1)日本語教員養成課程を持つ大学の集ま 

   りである、日本で唯一の協議会「大学 

   日本語教員養成課程研究協議会」（大養 

   協）を基盤とした調査研究であるため、 

   包括的かつ総合的・学際的な結果が得 

   られる。 

  (2)今後各大学での日本語教員養成と実習 

     が恣意的に実施されるのではなく、明 

     確なビジョンのもとに展開されるため 

     の提案となることが期待される。 

  (3)各大学の日本語教育実習のモデルの構 

     築に役立つ。 

  (4)今後日本語教員養成において測られる 

     であろう「実践能力」のガイドライン 

     となる。 

   (5)「日本語教育能力検定試験」において、 

      これまで測定されていない「実践能 

      力」を測るためのガイドラインを投げ 

      かける。 

 (6)大学の日本語教員養成課程のカリキュ 

    ラム作成及び個々の授業科目のシラバ 

    ス作成の参考となる。 

   (7)「求められる日本語教員」に対し、日 

      本語教員を目指す者（実習生）の努力 

      目標としての指針が得られる。 

 

４．研究成果 

 本研究では、次の調査を実施し、成果を公

表した。 

   (1)「求められる日本語教員」の資質・能 

      力に関する調査 

①日本語教員に求められる日本語コ

ミュニケーション能力 

②多文化共生社会における日本語教 

員の文化能力 

  (2)日本語教師が考える「優れた」日本語 

教師像と日本語教員養成制度に関す 

る国際調査 

①学校日本語教育における日本語教 

師が考える教師像 

②日本語教員養成制度の国際調査 

  (3)実践能力に係わる基礎的、国際的調査  

      の実施と実習に係わる実践研究 

①日本語教師が必要とする実践能力 

に係わる国際調査 

②「教育力」としての実践能力の定義

と能力育成のための新たな教育制度

の必要性 

   (4)韓国・タイ・中国の日本語教員養成          

   ①韓国における日本語教育日本語教      
   員養成の現状 
   ②韓国における日本語教員採用試験 
   の分析 
   ③タイにおける日本語教育と日本語        
   教員養成 
   ④コンケン大学教育学部における日 



   本語教員養成課程 
   ⑤タマサート大学における日本語教 
   員養成 
   ⑥中国における日本語教員養成の現 
   状及びその問題点 
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